












要    約

 本研究は、1 歳 6 力月児検診において「応答の指差し」が出現しておらず、二次検診に

つながった 38 名を対象とした。そのうち、心理学的・精神医学的診察によって対人関係

形成不全が認められた 26 名と健常とされた 12 名で比較検討した。2 歳の時点で、「応答

の指差し」が定着していなかったのは、前者では 23 例(88%)であったのに対し、後者では

1例もなかった。


